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部門 

校内研修部門
学校名・氏名 

鹿児島市立伊敷中学校

活動名 

汎用的な資質・能力の育成 
~教職員と生徒の意識の共有に向けて~

課題の設定：
本校では「新しい時代を切り拓く資質・能力を身に付けた生徒の育

成」という研究主題を掲げ、３年前からアクティブ・ラーニングに関する

研究を進めている。 昨年度までは｢教科で目指す資質・能力｣を中

心に研修を進め一定の成果が得られた。一方で、カリキュラム・マネジメ

ントの一つの側面である教科横断的な視点はなかなか浸透せず，職

員や生徒の認識が低いことが見えてきた。そこで今年は、｢汎用的な資質・能力｣の育成に焦点を当てて研究を

実施することにした。

方針・計画： 
職員研修や教科部会において、｢汎用的な資質・能力｣のルーブリックを基に、授業中における具体的な生

徒の姿を共有する。また、｢汎用的な資質・能力｣を生徒と教職員が共に考える場を設定したり、ルーブリックシ

ートを生徒に持たせたりすることで，日々の授業や教育活動で生徒自身が意識して活動できるようにする。 

活動内容： 

１ 職員研修において，ルーブリックを具体化し共有する取組。 

本校ではこれまでに｢汎用的な資質・能力｣を（課題発見力・情報活用力・論理的思考力・協働する力・

メタ認知）と捉え，ルーブリック化する試みを行っていた。しかし，資質・能力を定義づけるだけでは，職員間

に浸透しない。そこで，生徒の生活場面で言えば，また教科の授業レベルで考えれば具体的にどういう姿に

なるのか，職員研修で話し合い，全教職員で共有化を図った。

              

➊課題発見力

レベル４

日常生活の中か

ら自ら課題を発見

していくことがで

きる。 

２  職員研修で話し合った「資質・能力」観を生徒に伝える取組。 

 「なぜ資質・能力なのか」。改めて未来を見据えることで，教員の生徒観を編み直す。また，それを生徒自

身にも伝え，意識を共有することを目指して職員研修を行った。 

【内閣府が示す新たな社会ソサエティ 5.0 を      【生徒自身にもソサエティ 5.0 を見せ，教員 

職員で視聴し，生徒観を編み直す】           の思いや願いを伝えてルーブリックを手渡す】 

 

 

活動の成果：
１ 学校全体として何を目指してどのような研究・実践をしていくべきかを職員間で意見交換を行うことによっ

て，汎用的な資質・能力について理解を深めることができた。 

２ 生活場面や各教科の授業レベルで生徒の姿を具体化させることによって，汎用的な資質・能力の育成の

ための手立てや見取り方等を検討するようになり，実践へとつなげることができた。 

アピールポイント
（アイディアや工夫）：
○ ｢汎用的な資質・能力｣の

ルーブリックの活用

中学校で教科横断的って
現実的になかなか難しい
ものが･･･ 

生徒の具体的な姿を

想定して，指標を捉え

直し，イラストや発言

例を加えて生徒に伝わ

るルーブリックを目指

した。 

ＩＴを理解して新たな産業
を生み出していく力がやは
り必要だ，と思いました。 

この職員研修によって，未来社会の変化に戸惑いつつも，改めて研究の意義を捉え直し，資質・

能力の育成に向けて具体策を話し合うことができた。その具体策の一つとして，ルーブリックを生

徒と共有することで，生徒自身が資質・能力を語り出すようになり，職員が手応えを感じている。 

今度の文化祭では，協働する力
レベル４を目指して活動できま
した。

【ＢＥＦＯＲ】  【ＡＦＴＥＲ】   




